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専修大学の歴史・日本近現代史のなかの専修大学
「専修大学体育の歴史とその意義j
~専修大学における戦後の体育教育の歴史~
資料を見ながらゆっくり話をしていきたい
と思います。必ずしも全部話きれないと思い
ますが、専修大学の中での出来事を考えなが
ら、一般体育をどのように専修大学が育ててき
たか、また他の大学の動きとの関連なども含め
て、専修大学が今後どうあるべきかを話してい
きたいと思います。
社会事情が随分変わったこともありまして、
専修大学そのものも変わり、授業のやり方も変
わってきました。
資料lを見てもらいたいと思います。これは
専修大学に体育の教員として入った人達が、ど
ういう時代からどの年代にいたかというグラ
フです。これを見ながら全体の話を聞いてもら
いたいと思っております。
口専修大学の開学
専修大学は130年という歴史がありますが、
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戦前、それから明治、大正の時は、本当に学生
が非常に少なく、夜学を中心とした大学でした。
それが今みたいに大きくなるのは予測もしま
せんでした。
終戦後、 GHQの教育委員会が他の国の大学
とはこうあるべきだという学校制度を作って、
それを日本でもやるべきだとのことでいろん
な改革が行われました。その結果昭和23年に
新制大学として新しい形ができました。専修大
学はその頃、大学としてはある程度形は整って
いましたが、学生も少なく校舎も神田にある小
さな校舎だけでした。しかし戦後、新制大学制
度が発足した時、昭和23年に認可され、昭和
24年から新しい学校制度の下に大学が始まり
ました。その時、国立大学は別として、慶応、
早稲田、法政、中央など同時期に新制大学とし
て発足しましたが、専修大学も認可は他の大学
とだいたい一緒になったわけです。ただ問題な
のは、今の神保町の神田校舎の場所で、人数を
それほど収容できませんでした。
口生田キャンパスの開校と専大スポーツの躍
進
それを昭和23年に現在の生田の場所を買っ
て、校舎と運動する施設を作るようになりまし
た。元々は日本電気の研究所があった場所でし
た。ただ、そのまますぐに出来たわけではなく、
最初にできたのは野球場です。
大正13(1925)年に東京六大学というリーグ
戦が出来ましたが、その後10年後に五大学リー
グという、今の東都大学リーグの前身が出来ま
した。五大学リーグは日大、中央、農大、園皐
院、それと専修の5つです。そのうち他の大学
も参加したいということになりましたが、六大
学リーグでは参加させてもらえませんでした。
今でもそうですが六大学リーグは東大、早稲田、
慶応、法政、立教、明治の 6つが自分たちの
グループを作りました。それに対して、東都大
学は他の大学も入れて、今では7部まであるよ
うな形になっています。発足の頃は五大学で十
分でそれ以上増える可能性もなく、そのまま五
大学リーグということでやっていました。専修
大学は決して弱い方ではないのですが、戦前は
10年に五大学リーグで優勝して、戦後は東都
大学リーグとしては最も多い優勝回数を重ね
ました。
その他のスポーツでは、六大学やもう少し大
きな大学の運動部に比べたら少し地味ですけ
れど、カヌーとかボクシングなどでベルリンオ
リンピックに出たという記録もあります。戦
後はスケート、卓球、ボクシング、野球などが
強かったようです。そういう時代もありまし
たが、結果としてスポーツの歴史ということ
では専修大学は確かにある面、強い部分もあっ
たのですが、他の大学に比べて決してスポーツ
は表面に出ていませんでした。何をやっていた
かと言うと、夜学の経済と法学、現在の商経学
部という形で今の経済学部と同じようなこと
をやっていました。戦後商経学部は残りました
が、商経学部と法科という形で、専修大学はず、っ
とやってきました。 昭和23年に学制改革され
た時に、日本の大学でキャンパスと言えるよう
なところは国立大学だけでした。
口新制大学制度のもとでの体育
東大は今でも広大な校舎を持っていますし、
他の地方の帝国大学、それから戦後新制大学に
なった各県の国立大学、これはみんな大きな校
舎といえるものを持っていました。しかし慶応
をはじめ早稲田、立教、明治、中央みんなほと
んどキャンパスと言えるほどのものを持って
いない。それでは学生が運動したい、身体を動
かしたいという場合に場所がないのです。それ
で新制大学になった時に、体育を必修にしたら
どうかという話になりまして、 4単位必修でス
タートしました。それで教養課程というものを
作りまして、社会、人文、自然というのを 12 
単位、要するに3科目ずつ取ります。それから
語学が8単位、体育が4単位で48単位という
のがその頃の教養科目の必修単位となります。
なぜそのようにしたかと言うと、キャンパス
がほとんど建物だけで、学生が運動するような
場所が無い。それでは広い場所を確保してそこ
で学生に運動させよう O そのためにはどうした
ら良いかと言うことで、体育を必修にしました。
各大学が自分たちの元々ある校舎の他に、第二
校舎という形で地方に場所を求めました。例え
ば慶応だったら日吉、早稲田、明治は所沢とい
うように、いろんなところに土地を買ってそこ
で体育を履修せせるという形になりました。
専修大学もこの生田の土地を買ったわけで
す。それで最初に作ったのは野球場でしたが、
その他にラグビ一場など、ともかく土地があっ
てそこが赤土のまま残っていて、そこでサッ
カーやラグビ一、他の球技をやったり、野球
場では野球の授業をやったり、その他にバレー
ボールコートが今の北グラウンドの辺りにあ
りました。そういう形でとにかく体育の授業を
始めました。
? ?
口体育必修化の創始期
その時、新制大学が出来た次の年の昭和24
年度には、必修の単位のために大行先生と言っ
て、千葉大学の医学部を出た先生が、保健体育
理論ということで呼ばれてきたのが体育最初
の人事でした。それが専修大学の体育の始まり
です。その後いろいろな先生が入ってきました
が、大行先生は昭和42年まで、法学部で、ず、っと
在職し、神田校舎の一番大きな教室で学生を教
えていたのを覚えていますO年取っても童顔で、
良い先生だ、ったのを覚えています。
昭和24年には同じように、紅林康という先
生が、保健体育の理論を教えるために入ってき
ていただきました口その先生もやはり千葉医大
からきたわけですが、その二人で始まりました。
ところが実技をやりょうがないわけです。グラ
ウンドは少しありますけど先生がいない。そこ
で何をやったかというと、体操の先生を呼んで
広場でデンマーク体操をやったという記録が
残っています。これは山崎康平という先生でし
たが、この先生はすぐに辞めました。とても生
田の場所ではやっていられないとのことでし
た。要するにスポーツをやる施設ではなかった
のです。そこで l年で辞めたのですが、 25年
度にはそれではいけないということで、 17名
という非常に多くの専修大学のOBを呼んで
きました。年はまちまちで一番上の人は30歳
ぐらいですが、大体卒業したての人達でスポー
ツの得意な学生もしくはキャプテン、そういう
人を呼んでそのまま体育の授業を、何曜日の何
時間目は何の授業があるよというように時間
帯を決めてやっていました。
カリキュラムはまだきちんと決まっていな
かったので、学生が集まったらその種目をやる
という形で十分間に合っていました。数で言う
と24年は全体でも330名しかいませんし、 25
年は216名しか入っていない。こういうような
時代で、ほとんど受験者と入学者の数が変わら
なかった時代でした。だから逆に言えばこうい
う形でも授業らしいものが出来たのです。
ただここで見てもらうと分かりますけれど、
最初の長瀬精二という人は、堀口理事長の下に
専務理事まで、ゃった人です。結局体育実技の助
手をやってその後、専修大学の事務に残って最
終的には専務理事までやりました。もう一人バ
スケットを教えた中江純詮さんという人も、少
し時代は変わりますけど専務理事までやりま
した。こういう人たちが事務に入ったわけです。
僕が覚えているのはもう一人玉野譲先生とい
うラグビーを教えた先生がいますが、その先生
もまた事務職に残って、昭和33年から37年ま
では体育課長をやり、自分も実技を教えたりし
ていた時代もありました。そういう人が最初の
体育実技の専任の助手として授業を行ってい
ました。
それで26年になった時に、山崎康平先生
が辞めてデンマーク体操を教える人がいなく
なったので、紅林武男先生が入ってきました。
この先生は、戦前からある日本の体操競技の
草分けの研究所である、三橋体操研究所の出身
で、大学は出ていないのですが、文部科学省の
体育訓練所というところを出て、体育の教師の
資格を取った人です。
その後NHKのラジオ体操の先生になり、ラ
ジオ体操第一、第二をずっとNHKで教えてい
た人です。その後NHKがテレビになった時も
最初の頃は紅林武男先生がテレビ体操をやっ
ていたのを覚えています。非常に優秀な先生で、
あまり運動をしたくない人間でも紅林先生に
かかると皆何となく身体を動かして、全員が実
に上手くコントロールされて徒手体操をやっ
てしまうのを僕らは感心して見ていたことを
?
?
覚えています。
結果として昭和28年にですが、体育実技の
水沼先生が入ってきました。水沼先生は最初副
手として入職したわけですが、 2年前から事務
職として入っていたという話です。水沼先生は
陸上、特に駅伝の選手でした。大学駅伝では昭
和14年にたった l回だけ箱根駅伝で専修大学
が優勝しています。その後ず、っと一度もありま
せんので唯一の記録です。水沼先生は事務職と
して入りましたが、駅伝の非常にレベルの高い
優秀な人だということで体育の副手となり、今
までは大行先生、紅林康先生、紅林武男先生し
かいませんでしたが、水沼先生が加わりました。
29年度には教育大学の大石三四郎という主任
教授の下に人を選んで、大石三四郎、太田義
一、竹内利貞の3人の先生が非常勤講師に入っ
てきました。それとは別に、鶴岡晴明という剣
道七段の人が、剣道の指導者として専修大学に
入ってきました。
口体育教員の増員と授業の充実
このように少しずつ教員を増やして、しか
も専門種目を学生に教えられるような態勢を
作ったのですが、未だに専任助手である運動部
の卒業生が授業をやっていました。その後大学
が少しずつ大学らしくなり、昭和37年には受
験生が2，000人を超えました。受験生が20，00
人を超えたということは、その頃の大学として
は非常に大変なことでした。
その時初めて人を入れるようになり、 30年
度には水沼先生が今度は体育講師として専任
になり、 31年には山本久之武先生、小宮先生
のお二人が入ってきてスタ ッフがやっと 7人
になりました。7人がそれぞれの専門を見る形
で行い、それの他に専任助手の方々に実技をそ
れぞれ受け持つてもらい、 32年にはその他に、
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野球の栗山渡先生、玉野先生はラグビーの他に
いろいろなことをやっておりました。
33年になると、もう 一人清水瑞秋という教
育大でラグビーのキャプテンだ、った人が入って
きましたo 非常にレベルの高いラグビーを教え
ていて、専修大学のラグビ一部の元を作ったと
きわれています。また、ここに書いてあるよう
に、佐伯紀焚子と言う人のですが、女子の先生
が非常勤として入っていたのは確かなのです。
守修大学が女子の学生を入れようとしてい
ましたが、なかなか難しくて最初の24年には
338名で女性2人です。それからその次の年
は3人、その次の年は8人、それから 6人、 4
人です。例えば昭和28年度などは700人いる
うちの女性4人、 29年度は800人もいて7人、
いかに専修大学は女性が少なかったかが分か
ります。それでも女子の授業をやろうとして、
女性の先生を入れたのはそれなりの努力をし
ていたわけです。その後、昭和30年に宮川ム
ツという男子の先生が入りました。この人は東
京芸大から呼ばれて、女性のダンスを教えると
いうことでしたが、学生がいないのであまり教
えられなかったのを覚えています。
その後だんだんと態勢が出来上がってきて、
32年には受験生が3，000人を超え、 34年には
4，000人、少しずつ学生が増えていき、この
頃から専任助手の人達はやめていきました。そ
れで完全に非常勤の先生と専任で体育の授業
をやるようになりました。 昭和36年にまた渡
部容生という先生、 37年には自分の名前が書
いてありますけど、長島、鳥倉鶴久の二人が入
りました。この時初めて専任が10名を超えで
ある程度専任中心の授業ができるようになり
ました。
専任中心になったために、今度はその時期の
要望であった冬のシーズンコース、スキーとか
スケート、もしくはキャンプとか水泳とかがで
きるようになりました。それまでは専任が少な
かったので、シーズンコースへ一週間学生を連
れて行くことがなかなか出来ませんでしたが、
やっとこの時期からそれぞれの専門にわたっ
てシーズンコースが出来るようになりました。
人数もこの表にあるように年々増えていく
のですが、とぎれる時があるわけです。しかも
長くいる人と、短い人がいますが、短い人のほ
とんどは他の大学(ほとんどが教育大学)を定
年になった人です。そういう事を何のためやり
始めたかというと、これが専修大学の一番体育
を第一に考える時期であって、 37年、 38年
の頃から専門の学部を作ろうじゃないかとい
う動きが少しずつ出てきました。
口体育学部創設の検討
体育学部は42年頃に実現するのではないか
という話になってきました。 42年とは何かと
言いますと、 42年から今村嘉雄という教育大
学の体育学部の学部長をやった人が専修大学
へ移ってきました。
その時に今村先生に続いて今村先生の弟子
の清水重男という人も入ってきました。今村先
生は、体育史の日本の草分けです。それから清
水重男先生はやはり西洋体育史で、どちらかと
いうと日本よりフランスで有名な方です。
それから小林晃夫先生は体育心理を教育大
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学で教えていた人です。この先生は内田クレペ
リンといって、心理学のクレペリン検査の大家
で、心理学の中では非常に有名な人です。
阿久津先生はその時期に入ってきました。阿
久津先生は杉靖三郎先生の弟子で、杉靖三郎先
生は東大の医学部を出て、教育大学で生理学を
教えていた先生です。杉先生は若い時にカナダ
のストレス研究所のハンス・セリエの下でスト
レス学説を研究して、日本へストレス学説とい
うものを持ってきた人です。その人は、ここに
は書いてありません。何故かというと体育の先
生ではなくて、生理学の先生として専修大学に
入ってきたからです。
それから江尻容先生は教育大学で体育管理
学の主任教授だ、った人です。前川峯雄先生は体
育原理の先生です。前川先生は、 47年か48年
頃に専修大学に体育学部ができないと決まっ
た時にいち早く中京大学の体育学部を作るた
めに退職しました。
坂井田逸治先生は東京オリンピックの時の事
務局長をやり、最終的には新宿高校の校長で定
年を迎えた人です口こういうように非常な陣容
をここで集めていました。今村、清水、小林、阿
久津、江尻、前川、坂井田とこれだけの人材を専
任として取っているわけです。それは何故かと
言うと、森口理事長が専修大学に体育学部を作
ろうと考えていたからです。それが何故無くなっ
たかと言うことは残念ですが分かりません。
その時に、ここにいる 7人、 8人の他にも杉
靖三郎先生や田中義彦先生も専任で呼んであ
りました。田中義彦先生は田中教育研究所の所
長で、教育大学で体育学部の生理学を教えてい
た人です。これは、専修大学の専任は若い人ば
かりでしたので、それではとても一つの学部を
作る時には十分ではないと判断し、文部科学省
に対する手当としてもそれだけの人材を呼ん
で、かなりの意気込みを示していました。
もしその時に作っていれば、専門の日本体育
大学とか順天堂大学とは別として、東海大学と
同じような時期に専修大学にも体育学部が出
来たはずでしたが残念でした。
その後、体育の専任の先生をこれだけ集めて
おいて、何もやらないのはもったいないという
ことで、社会体育研究所という、杜研とか人文
研とかいろいろな研究所と同じような形で研
究所というのを作って、今でも体育の先生方が
活躍する中心となって研究活動をしています。
この時期一番多い時は、体育の専任が19人、
出入りしたこともあって20人近い専任の体育
の先生がいました。 20人いるということは十
分学部が出来る人数だったわけですが、出来な
いことになりました。
口研究環境の整備
もう一つこれは今の保健体育部会の話なの
ですが、専修大学はいわゆるコマ数が決まって
います。ところが33年~35年の専任はいくつ
持っているかと言うと、 11か12、若い人は16
ぐらい持っていたという記録があります。僕が
きた時は13ぐらい持たされましたが、そのコ
マ数というのは大学においては非常に問題が
あることです。
それが結果として決まったのは、専門が6、
外国語が7、体育だけが8、こういう過程があ
りました。それがいつ出来たかは不確かで分か
らないところもありますが、多分33年か35年
だと思います。
あまりにも授業数が多すぎて、昭和43年に
組合が教員で体育と外国語だけを差別するの
はおかしいという形で交渉した結果として、昭
和43年に専門 5、外国語6、体育7という形
に変わりました。それでもまだ、外国語と体育
-6-
は差別されていましたが、その後随分長い間組
合が頑張ったのですが、結果として30年以上
経ってからやっと全科目、全教員持ちコマ数が
5という結果になりました。これはなぜここに
入れるかというと、ともかく教員が持ちコマを
差別されていたということと、他の大学と比べ
て非常に持ちコマが多い。持ちコマが多いとい
うことは、それだけ教育の力が分散されるわけ
です。だから何とか少なくして集中して出来る
ようにしたいということで、結局全員が5コマ
になったのは、まだ5、6年前、きちんと決まっ
てから 6年しか経つてないのが現実です。とい
うことはずっと専修大学は外国語の教員と体
育の教員については差をつけていたというこ
とです口教員に対するコマ数の問題は、いろん
な所で問題になっています。ただ多くの大学は
今、コマ数4になっています。それも 4になる
までにはそれぞれの大学がいろいろな交渉の
結果だと思いますが、それで今があるのです。
大学の教員とはどういう授業をやればいいの
かは人によって違いますが、如何に学生を育て
るかと共に、自分も育てていかなければいけな
いのです。持ちコマが多いと言うことは、それ
だけ自分の時間が無いということで、非常に問
題になってきます。専修大学はやっと平成14
年から人並みになったのではないかと言われ
ています。専修大学で、は体育学部が出来なかっ
たのですが、その後何回かスポーツに関する学
科を作ろうとしている動きがあります。だけど
上手くいきませんでした。
口大学設置基準の大綱化と身体教育
もう一つ話がありますが、大学は平成3年に大
綱化という文科省の指示によって、大学の教育
のカリキュラムの見直しをしようとしたわけ
です。ところが日本というのは教育行政という
のはほとんど変わらない。学制で6、3、3、
4という形を作って、日本の教育をある程度日
本の考えではなくてGHQ、ょうするに戦勝国、
アメリカ、フランス、イギリス、中国、ロシア、
その国の代表が集まって日本の教育はこうい
うようにするのだと決めたのが、昭和23年新
制大学を作った時です。
ところがそのまんま、ほとんど未だに変わって
いません。何故かと言えば、教育行政というも
のに対する意識、大学を変えようとか、大学は
どうしたら良いのかという意識がほとんどな
くて、文科省、もしくは国が大学の教育制度を
どうしたらいいかというのをほとんど考えて
いなし」 なぜかと言えば、あまりお金にもなら
ないし、選挙の票にもならない部分に、努力し
ないのが大体日本の制度ですから、結果として
教育というのはほっとかれているのです。
今一番問題になっているのは、皆さんも少し
記憶にあると思いますけど幼児教育です。幼稚
園は 3 歳~5歳の教育をする場ですが、その幼
稚園は文科省が管轄、ところが保育所という施
設があって、やっていることは幼稚園と変わり
ませんが、そこは厚生労働省が管轄。今大学教
育もいろいろな形で、問題になっていますが、
世界では幼児教育をどうするかということが
非常に話題になっています。なぜかと言えば、
昔から言われている人間の感性とか、リズム感
とか、それからいろいろな反応。そういうもの
は大体 3 歳~ 5 歳くらいの時期に脳が動いて
大体決まってしまうと言われています。
日本は英才教育が結構盛んなのです。例えば
バイオリンの英才教育というのは世界で有名
で、 3歳児からもう非常に難しい楽曲を弾かせ
るようなことがあって、だから時々とんでもな
い天才が出るのです。しかし同じように他の部
分では、 3 歳~5 歳という時に文科省は幼稚
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だ、厚生労働省は保育所だとやっているのは、
ほとんど幼児教育について考えていないとい
うことなのです。
それを何とかしなければいけないというの
は、今日の話題とは少し違いますけど、ともか
く教育行政というのをほとんど変えていない。
たった一回だけ何らかの形で教育行政を動か
そうとしたのが、平成3年の大学の大綱化とい
う文科省から出た指示なのです。
口大綱化と教養教育
大綱化とは何かと言うと、要するに専門も教
養もそれから外国語も、どういう授業をやるか
は大学自身が自分たちの主張する意見に基づ
いて決めなさい。どういう教育をやるかは大学
独自が決めて、しかも学生に最も良い方法を検
討して、自分たちのカリキュラムを作りなさい
ということを言い出しました。
ところが大綱化という 言葉そのものも暖昧
だし、文科省がやろうとするのは何なのか、ど
ういうことをしたいのかということを、文言に
はあるのですが良く意味がつかめない。自分た
ちの教育を自分たちでコントロールするよう
な形でカリキュラムを作れということで、国立
も、私立も小さな短大も大学が全部動きました。
この大綱化というので一番動いたのは、いわ
ゆる大学の中で「パンキョウJと言われていた一
般教養のことで、あなたがたも少しそういう気
持があると思いますが、専門に対して教養とい
う意識、それはず、っと昔からあって一般教養と
いうのはあまり勉強しないで楽に取れるという
ことで、大学の中でごく軽く見られていました。
これをどうするかというのをまず第 1に、一
番大きな変化は必修から外すということです。
人文、社会、自然科学という 3つの基本的な教
養の科目の必修単位を少なくする O それから語
学、外国語も必修から外す。体育は一番早くか
ら無くすのではないかということで、体育も外
される形になる大学が多数あったわけです。
専修大学はその頃、最初に問題視されたのは、
単位数なのです。だいたい今124単位から、文
学部は138単位なんてところもありますけど、
その頃の総単位数は大体そのくらいでした。そ
の中の48単位というのは、専門の人達から言
わせると大きな比重を占めているし、その48
単位によって取られる時間を、専門のもっと高
度の教育を教えたいという意識が非常にあり
ます。
まず国立大学から始まって、教養の人文、社
会、自然というのを 1単位もしくは2単位にす
る口語学は逆に増やしたりしたところもありま
したが、語学については英語だけではなくて、
第2外国語、いわゆる他の外国語を増やし選択
必修する O それから体育は必修から外して選択
にする。そういう形の大学がすごく増えました。
その時専修大学は教養の先生方が頑張りま
して、大学は勿論専門も大事ですけれど、リベ
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ラル・アーツである、人間の教養として最も根
底にある常識的な学問である人文、社会、自然
を無くすのはおかしいのではないか。大学は確
かに専門の教育を受ける所ですけれど、その専
門の教育を受けるのに、ベースにあるリベラル・
アーツをきちんと持っていないというのは、 k
に行けないのと同じである。きちんとした教養
も無いのに専門を教育しても何にもならない
のではないか。という意見が非常に強くなって
いました。あの時程教養の先生方がまとまって
意見を交わし、教授会で発言し、いろんな運動
をしたことはありませんでした。
結果として専修大学は、自然、人文、社会、
自然はそれぞれ2単位必修。 8x 3で24単
位。それから外国語は8単位必修。ただその時
に8単位必修は、必ずしも英語だけではなくて
第2外国語を入れるという形でした。これが他
の大学とは違うところです。
その時の学長、望月学長は英語だけではなく、
他の外国語も大学においては必要である O 英語
だけ必修にしていたのもおかしいし、それから
第2外国語が大学の中で勉強する場があまり
ないというのもおかしいということで、結果と
して 8単位の英語もしくは第2外語を必修に
して残しました。
その後体育は4単位ですが、 4単位というの
は今までは通年で 1単位。実技は通年 1単位、
理論も通年で2単位という形でした。それを半
分に削って、半期で l単位、実技は通年やると
2単位もらえる O それから保健体育理論は半期
で2単位。ということは今までの半分の形で必
修4単位残すという形にして、結果としては教
養科目を32単位必修として残しました。
これが専修大学の平成3年から平成5年に
かけての大綱化の動きです。この時他の大学は
同じような動きがありました。文科省はこうや
れという指示は一切しませんでした。
ところがそれぞれの大学はそれぞれの事情
があって、教養が一番少なくするのは20単位
全部で割るような大学も出てきました。要する
に、人文、社会、自然というのを一つずつ取れ
ばいいだろう、それから体育はサービスという
か選択にする O 第2外国語と語学はその内のい
くつかを取れば良い、そういう形で教養だけを
極端に減らしました。それでどうしたかという
と、専門科目の中にいろんな形で教養に近い専
門を多くするということにし、結果として専門
教育を100単位以上取らせるという形の大学が
ほとんどでした。
いわゆる神田10大学の中で、 24単位以下に
なったところは無いし、だいたい30単位前後
が多かったと思います。
そういう流れの中で専修大学の体育は、自分
達で単位を半分にして必修に残したという結
果、他の大学ではちょっと少ない4単位必修と
いうことをこの学校でやっているわけです。
これがなかなか大変で、体育学部の動きが
あって、いろいろな先生が出たり入ったりした
時に、ず、っと若い専任が入っていなかったので
す。 15年間若い研究者とか若い先生方を入れ
ないままに体育学部作るということで動いて
いたのですが、結果としてその人達が全部辞め
た後で初めて若い前嶋、野日と言う先生方を入
れて、代替わりしたわけです。
それでこの先生方も結果として35年近く勤
めている人達がほとんどで、この10年、今の
平成 10年当たりから全部代替わりして、どん
どん古い先生方が定年で辞めたわけです。
ところが定年で辞めた後どうなるかは、これ
からの動きなのですが、それは後でお話します。
定年は70ですが、体育の先生というのは以外
に70まで勤める人は少なく、大行先生を初め
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として、紅林武男先生、それから清水瑞秋先生、
野瀬先生、こういう昔の体育の先生方は定年に
なる前に健康を崩して途中で退職しています口
その他の先生は依願退職で、一番早い依願退職
の小宮先生は結局順天堂大学へ呼ばれて、最終
的には学部長までやった先生もいます。後は、
渡部容生先生は茨城大学へ行って教授をやっ
ていました。
そのような事がいろいろありますが、これを
ず、っと見ていると、専修大学は確実に定年の退
職者がどんどん増えています。これからは入っ
てからずっとやられていく先生がどんどん増
えるのではないかと思います。
日大学の使命
今後この大学がどのように発展していくか
というのは分かりませんが、今また文科省が大
学改革というか、教養を見直すと言い出しまし
た。これは専修大学だけの問題ではありません
が、専修大学は大学の中で、委員会を作って、専
修大学の教養をどうするかということを始め
る会議ができました。
大学というのは本来いろんな問題がありま
すが、専門が主だということは確かです。けれ
ども専門が分かるだけの教養を身に付ける O こ
れがもっとも大事じゃないかと言われていま
す。
今多くの大学で委員会とか、いろいろな学生
を世話する団体、場所が出てきています。いわ
ゆる人間、大学の今後はどういうのが一番いい
か、やはり結論はなかなかでないのです。
ただ大学といっても大学によって非常にレ
ベルが違う O 例えば東大のトップの連中と、専
修大学の一番下の方の人は同じ大学生だけど
かなり中身が違うのではないか。もっともたい
して違わないと言えばそれまでですが。
ともかく学校としての教育のレベルという
のはずいぶん違います。それを一律にこういう
ふうにすればいいんだという考えで決めつけ
ることは非常に良くありません。といっていろ
んな大学が行っている指導、就職とか学生援護、
奨学金とかそういうのも全て統一化するとい
うことは決して良いことではないので、それを
大学が選ぶ時にどういう形で選ぶか、要するに
学生が基本なのは大学側としては当然なので
す。
大学がもとめる学生を作るためにはどういう
教育が必要なのか。こういう根本的な理念をな
んとか確立しないとそれぞれの大学がどういう
教育をしていいのか全然分からない。そこのと
ころを学生も交えて大学の将来、もっと言えば
専修大学はどのような学生を作りたいのか、専
修大学の教員はどのような教育をしたいのか、
結果としてどこまでもっていけるのかというの
を検討するのがこれからの大学の使命です。
口専修大学の使命
130年といって慶応についで長い歴史のある
専修大学は、けっして慶応と一緒ではありませ
ん。なぜかと言うと明治時代、大正にかけて慶
応はどんどんか大きくなって、その時期から東
大、京大、一ツ橋に伍して勉強していたのに対
して、専修大学は夜学を中心にして、神田界隈
を官庁に勤める人達の勉強する場所として仕
事をやってきました。
だからもともと同じにはならないことは
いっぱいあるわけです。だけど今専修大学は
2万人の学生がいて学部も 6学部、来年にはも
う一つ増えて7学部、決して大きな大学のうち
には入らないけれど、日本の中で学生数2万人
を超える大学というのはそんなに無いわけで
す。学生数2万人もいるのに自分達の学生をど
ういう形で育てたい、どういう方針でどういう
夢を持って学生を教育していくかに対しては、
残念ですけど大学も教員も何にも今のところ
ビジョンがない。教員はそれをなんとか自分で
作るよりしょうがない。学生はなんとなく単位
数を取れば終わっちゃうのですけど、大学がど
ういう方向に進むか、今後この大学がどうなっ
ていくのか。
自分のことで恐縮ですが僕はこの来年の3
月で定年になります。ここにあるように48年
間いたことになるのですが、ず、っとこの大学を
見てきました。 昭和の40年代から50年代、受
験者数が4 万~5 万、他の大学に伍して堂々た
る大学になったことがあるのです。
その時にどういうふうに大学をもっていく
か、それからどういう学生を育てるかというビ
ジョンを作っておけば、今こんなわけの分から
ない大学でないはずです。その後、他の大学も
そうですが目的とか、このように教育したいと
いうのが明確に無いままにきています。
受験生というのは非常に正直ですから、 4万
~5 万あった受験生が今やっと 3 万を維持し
ている状態です。 3万というのは決して多い方
ではなく、 3万のうち受かるのが5千人ですか
らそれほどのレベルの大学ではなくなってき
ています。
一方で明治は、ある時期専修と変わらなかっ
た、専修の方が明治より受講生が多かった時も
あるわけです口ところが今明治は受験生10万
人を超えました。なぜそうなったか、それなり
にやっぱりどこか違うのではないか。明治の場
合は簡単に学生に対して学生のためというの
が表面に出ている。それからもう一つ言えば神
田でそれなりに学生が勉強をするために非常
に大きな施設を造り、今後どんどん神田でその
ような場所を造ろうと努力している O それが結
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果として受験者生が10万人を超えたところで
あります。専修大学はまだそれがはっきりしま
せん。何をどうしていいのかもう少しなんらか
の形ではっきりさせたほうが良いのではない
でしょうか。
これを言うとちょっと問題になるのですけ
ど、社会知性ですが、一生懸命学校は行ってい
ますが僕には未だに社会知性というのが何だ
か分かりません。受験生でも学生でも社会知性
などという言葉より、もっと具体的に見て、読
んで勉強して分かる目的もしくはビジョンが
あったら、もっと勉強し易いし自分の目的も作
りやすいのではないかと思っています。
だからもう少し分かりやすく専修大学の色
というか、趣旨を早く打ち出して、専修大学は
こういうふうに生まれ変わった、こういうふう
に勉強できる、それで専修大学がこういう学問
をやっている、ということを分かり易くするこ
とがこれからの専修大学が一番大事なことだ
と思います。
口専修大学における体育の意義
専修大学の体育はこういう形で非常に努力し
た結果として、昭和40年、 50年代は文部省の
研究会などで発表すると、ここまでやってい
るのか、ここまで把握して体育の授業をやって
いるのかと言われるぐらいでした。他の大学
が見学にきたり、カリキュラムを教わったり、
我々が行っても一緒に研究会をしたり専修大
学を見習ったカリキュラムを作っている大学
がいっぱいあります。
しかもそれが未だにここのところに来て非
常勤講師の数が増えている、増えていると言う
ことは、授業数が多いのと専任がそれほど多く
ない、結果として非常勤に頼む部分が多いので
す。これは人事に関することですからなかなか
うまくいかないのですが、これから教育がどう
なるかわからない。その中で体育のあり方も検
討しなければいけない部分がいっぱいあるの
ですが決して不必要なものではありません。
専修大学が大綱化の時生き残った理由は、体育
とは何だと学生にアンケートを採って体育は
友達が出来る、もう一つ言えば体育の場所でし
か教員と話せない。あそこへ行けば楽しい、と
そういう授業を体育はずっとやりたいと思っ
ていた。現実には今でもやっているつもりです。
今若い人にほとんど交替して現在40代を中心
に努力している結果として、いろいろな事が出
来るようになりました。だけどこの体育を大学
がどう考えているかはまた別なのです。ただ
言えることは20歳前後の人間の体というのは
ちょうど成長期の最後なのです。
その成長期にどこまで体力、知力、行動力そ
の他を成長させられるか、これが結局その後今
高齢化社会で80年~90年生きる人間の中で、
レベルを高くしていけたらその後60年なり70
年間を自分のレベルを高くしたままずっと生
活できるのです口それを何もしないで、体力も
使わないで、それから知的な勉強もしないでレ
ベルの低いまま60年、 70年生きるかというこ
とは大変な差なのです。それで身体活動を中心
としているのが体育なのですが、筋力とか行動
力とかそれから反射神経とかそういうのを育
てる最良の場所なのです。だから20歳の成長
期の最後に、自分達のレベルをどこまで持ち上
げて大学を終えるかということが非常に大事
なことだということで、大綱化は体育の必修を
認めたのです。
同じように今でもそれは通じると思います。
だからあなた方も今ちょうどその時にいるわ
けです。自分のレベルを「この程度でいいじゃ
ん!Jで終わるのか、もっとより以上の自分を
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作っておいて一般社会に出てレベルの高い一
生を終わるのか。社会に出てから努力すればい
いじゃないかと言うかも知れませんが、社会に
出てから自分のレベルを上げるということは、
その社会の中でやることはできるのですが、何
もない己が自分自身のために自分がレベルを
上げることができるのは大学の 4年間しかな
いのです。その時どこまで自分をレベルアップ
できるかが一生の問題だと思います。
ただ体育の話で終始するつもりでしたが、い
ろんな話をついでにしたのですが、今1年2年
3年の人がいますが、まだここで止まらないで、
今後もっと上にあがるような形で大学生活を
過ごしてもらいたいというのが、全体的な講義
の最終の目的です。少しぐらい分かつてくれれ
ばいいと思います。これで終わります。
教養特殊講義(平成21年7月2日、 814教室にて)
? ??
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